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市
長
は
暫
定
的
予
算
と
論
じ
て

お
き
な
が
ら
、
平
成
21
年
度
予
算

を
骨
格
予
算
と
し
た
が
、
留
保
財

源
10
億
円
を
除
く
と
98
％
の
予
算

編
成
で
偽
り
の
な
い
本
格
予
算
で

あ
る
。
以
下
、
予
算
審
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
事
項
を
列
挙
し
反
対

意
見
と
す
る
。
①
市
長
は
鷹
の
台

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修
事
業
等

を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
打
ち

出
し
た
が
、
議
会
へ
の
説
明
も
な

く
議
会
軽
視
の
対
応
で
あ
る
。
②

都
市
基
盤
整
備
事
業
等
の
予
算
額

は
26
市
中
23
番
目
だ
が
、
都
市
計
画

税
の
税
率
は
26
市
の
最
高
で
、
税

の
行
き
先
の
不
透
明
さ
、
都
市
計

画
整
備
の
お
く
れ
を
指
摘
す
る
。

③
派
遣
社
員
の
雇
用
問
題
や
増
大

す
る
生
活
保
護
世
帯
な
ど
、
今
こ

そ
対
策
を
講
ず
べ
き
と
き
と
の
主

張
に
耳
を
傾
け
ず
、
他
人
事
の
政

治
姿
勢
で
あ
る
。
④
市
史
編
さ
ん

事
業
に
2
億
円
強
か
け
る
こ
と
は
、

多
く
の
市
民
か
ら
批
判
が
あ
る
。

⑤
長
期
休
職
職
員
は
職
場
の
管
理

体
制
に
大
き
な
要
因
が
あ
る
の
で

改
善
せ
よ
。
⑥
児
童
館
増
設
の
公

平
化
等
、
市
民
へ
の
公
平
・
公
正

化
の
実
現
に
聞
く
耳
が
な
く
残
念
。

⑦
副
市
長
は
1
人
に
す
べ
き
。
⑧

教
育
長
に
教
育
方
針
の
推
進
や
改

革
の
意
気
込
み
等
を
期
待
し
た
が
、

不
十
分
な
答
弁
に
不
満
で
あ
る
。

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び

�
つ
の
特
別
会
計
予
算
が
、
最
終
日

の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

定
例
会
初
日
に
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
各
予
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
一
般
会
計
は
3
月
2
日
か

ら
�
日
ま
で
の
3
日
間
、
特
別
会
計

は
3
月
�
日
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
西　

克
彦

一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と
岩
本

博
子
特
別
会
計
予
算
特
別
委
員
長
が

そ
れ
ぞ
れ
審
査
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
行
わ
れ
た
提
案
説
明
の

概
要
と
、
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

各
会
派
の
討
論
の
要
旨
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

平
成
21
年
度
は
骨
格
予
算
を
編
成

し
、
4
月
当
初
か
ら
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
事
業
や
緊
急
雇
用
創
出
事

業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
新
た
な
施
策

に
つ
い
て
は
市
長
選
挙
後
、
補
正
予

算
で
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

予
算
総
額
は
、
4
百
88
億
8
千
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
１
・
2
％
、

5
億
8
千
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
企
業
収
益
の
動
向
を
反

映
し
て
法
人
市
民
税
を
前
年
度
よ
り

約
11
億
円
減
額
で
見
込
む
ほ
か
、
利

子
割
交
付
金
や
配
当
割
交
付
金
な
ど

の
各
種
税
連
動
交
付
金
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
も
減
額
で
見
込
む
な
ど
、

歳
入
の
状
況
が
厳
し
い
中
、
基
金
の

活
用
や
、
市
債
の
発
行
な
ど
で
不
足

財
源
を
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
、

効
率
的
に
配
分
し
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
実
施
、
妊
産
婦
健
診
の
公
費

負
担
の
増
、学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
市
税

収
納
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
被

保
険
者
数
の
減
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
、
若
干
の
減
と
な
る
見
込

み
で
す
。
財
源
不
足
を
補
う
繰
入
金

の
う
ち
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
16
億
3
千
万
円
で
、
前
年
度
予
算

と
比
べ
2
億
7
千
7
百
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
一
般
被
保
険
者
分
が
増

と
な
る
一
方
、
退
職
被
保
険
者
分
の

減
に
よ
り
、
保
険
給
付
費
は
前
年
度

予
算
と
ほ
ぼ
同
額
の
見
込
み
で
す
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

　

老
人
保
健
制
度
は
、
平
成
20
年
4

月
か
ら
長
寿
医
療
制
度
に
移
行
し
、

廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
予
算
は

医
療
費
に
係
る
月
お
く
れ
請
求
分
を

予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
会
計
は
、
会
計
処
理
上

の
必
要
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
存
続

し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
は
、
保
険
料
と
一
般
会
計
繰

入
金
が
主
な
も
の
で
す
。
歳
出
は
、

広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負
担
金
の
ほ

か
、
保
健
事
業
、
及
び
葬
祭
事
業
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

長
寿
医
療
制
度
の
対
象
者
数
は
、

東
京
都
全
体
で
約
百
13
万
人
、
小
平

市
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
１
千
人
増

の
１
万
６
千
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
は
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
負

担
で
あ
る
国
庫
支
出
金
、
支
払
基
金

交
付
金
、
都
支
出
金
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
、
ま
た
、
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
か
ら
の
繰

入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
か
ら
3
年
間
、

第
1
号
被
保
険
者
の
基
準
月
額
保
険

料
を
百
円
引
き
下
げ
、
3
千
6
百
円

と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
を
予
算
総

額
の
93
・
9
％
に
当
た
る
約
75
億

9
千
70
万
円
と
見
込
む
ほ
か
、
介
護

保
険
事
業
の
運
営
に
要
す
る
経
費
等

を
計
上
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
の
下
水
道
使
用
料
は
、
前
年

度
に
比
べ
1
・
1
％
の
減
を
見
込
み

ま
し
た
。
歳
出
は
公
共
下
水
道
施
設

の
維
持
管
理
、
分
流
区
域
の
雨
水
整

備
事
業
で
、
花
小
金
井
二
号
雨
水
幹

線
管
渠
築
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
予
算
に
対
し
4
点

の
問
題
を
指
摘
す
る
。
1
点
目
、

本
予
算
の
組
み
方
、
提
出
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。
市
民
生
活
を
守
る

た
め
、
最
大
限
の
対
策
を
入
れ
た

年
間
予
算
を
組
む
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

2
点
目
、
雇
用
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。
雇
用
が
危
機
に
瀕
し
て

い
る
現
在
、
基
礎
自
治
体
と
い
え

ど
も
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に

最
大
限
の
取
り
組
み
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
姿
勢
は
危
機
の

共
有
も
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
に
欠
け

た
も
の
で
あ
る
。
3
点
目
、
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

約
2
億
円
を
か
け
る
市
史
編
さ
ん

事
業
の
見
直
し
内
容
が
不
明
確
、

補
助
金
の
見
直
し
が
著
し
く
お
く

れ
て
い
る
。
4
点
目
、
市
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
。
危
機

の
と
き
こ
そ
4
年
ご
と
に
受
け
取

る
市
長
の
退
職
金
制
度
を
変
え
る

べ
き
で
あ
る
。　

　

以
上
、
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、

本
予
算
の
事
業
の
中
に
は
我
々
が

粘
り
強
く
主
張
・
要
望
し
て
き
た

項
目
も
多
く
見
ら
れ
る
点
を
踏
ま

え
、
会
派
の
中
で
激
論
を
繰
り
返

し
、
悩
み
抜
い
た
上
で
市
民
生
活

へ
の
影
響
と
い
う
点
を
か
ん
が
み

て
、
結
果
的
に
賛
成
と
い
う
選
択

を
し
た
。
今
後
も
市
民
の
視
点
に

立
ち
是
々
非
々
の
姿
勢
で
臨
む
決

意
を
表
明
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

平
成
21
度
予
算
は
、
小
・
中
学
校
の
耐

震
補
強
事
業
を
本
年
度
で
す
べ
て
終
了
す

る
な
ど
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
早
さ
で

市
民
の
安
全
を
守
る
施
策
を
推
進
す
る
ほ

か
、
産
み
育
て
や
す
い
町
小
平
、
安
心
・

安
全
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
平
を
実
現
し
、

さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
に
つ
い
て

多
種
多
様
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

現
在
、
自
治
基
本
条
例
が
特
別
委
員
会

で
審
査
中
の
ほ
か
、
地
方
自
治
の
さ
ら
な

る
推
進
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
行
中
で
あ
る
。
各
種
施
策
に
は
計
画

段
階
か
ら
市
民
が
参
加
す
る
場
を
設
け
、

行
政
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

市
民
が
市
民
の
た
め
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
地
域
の
資
源
と
し
て
着
実
に
育
っ
て

い
る
。
本
予
算
は
骨
格
予
算
と
は
い
え
、

こ
れ
ら
施
策
の
確
か
な
息
吹
が
実
感
で
き

る
。
4
月
5
日
の
選
挙
に
よ
り
新
た
に
当

選
し
た
市
長
に
よ
る
予
算
編
成
の
余
地
を

残
し
た
こ
と
も
賢
明
な
判
断
と
い
え
る
。

　

よ
っ
て
、フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
と
し
て
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
働
く
世
代
、
お
年
寄
り
ま

で
安
心
で
き
る
市
政
実
現
、
市
民
参
画
・

協
働
の
さ
ら
な
る
伸
長
を
予
見
で
き
る
と

判
断
し
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

平
成
21
年
度
予
算
は
、
市
長
選
挙
を
間

近
に
控
え
、
新
年
度
の
任
期
が
10
日
間
し

か
な
い
こ
と
か
ら
骨
格
予
算
と
し
、
政
策

的
経
費
は
そ
の
使
い
道
を
後
任
の
市
長
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
が
、
市
民
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
留
意
し
た
点
を

評
価
す
る
。

　

本
予
算
は
、
景
気
悪
化
の
影
響
で
法
人

市
民
税
が
11
億
円
近
く
、
52
％
も
落
ち
込

む
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
、
市
税
全
体
の

減
額
要
因
は
こ
の
法
人
市
民
税
の
落
ち
込

み
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
か
ら

の
交
付
金
も
軒
並
み
減
額
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
収
入
の
落
ち
込
み
を
補
う
た

め
に
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

は
、
市
民
生
活
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
妥

当
な
も
の
と
判
断
し
た
。
不
況
は
し
ば
ら

く
続
く
と
思
わ
れ
、
税
収
入
が
ふ
え
る
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
国
の
財
源
を
当

て
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
中
・
長
期
的

な
財
政
運
営
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
小
平
市
の
債
務
残
高
は
平
成
18

年
度
以
降
毎
年
6
～
7
％
と
大
き
く
減
少

し
て
お
り
堅
実
な
財
政
と
い
え
る
。
今
後

の
財
政
需
要
も
見
き
わ
め
つ
つ
進
め
て
ほ

し
い
。
以
上
、要
望
も
含
め
て
申
し
述
べ
、

賛
成
討
論
と
す
る
。　

　

賛
成
理
由
の
第
1
は
、
全
体
と
し
て
市

民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
予
算
で
あ
る
こ

と
。
使
用
料
・
手
数
料
や
国
民
健
康
保
険

税
を
据
え
置
い
た
ほ
か
、
ご
み
収
集
手
数

料
を
有
料
化
す
べ
し
と
の
意
見
に
、
減
量

化
を
ま
ず
ど
う
す
る
の
か
を
最
優
先
に
考

え
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
大
き
く
評
価

す
る
。
第
2
は
、
子
育
て
応
援
施
策
の
充

実
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
、
妊
産
婦
健
診
公

費
負
担
が
拡
充
さ
れ
た
。
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
事
業
で
は
、
親
の
経
済
状

況
に
関
係
な
く
子
ど
も
の
命
と
健
康
は
守

ら
れ
る
べ
き
と
し
て
完
全
無
料
化
に
向
け

た
努
力
を
要
望
す
る
。
さ
ら
に
は
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
全
員
入
所
を
約
束
し
た
こ
と
。

第
3
は
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
点
で
、
市
立
小
・
中
学
校

の
耐
震
補
強
が
当
該
年
度
で
す
べ
て
終
了

し
、
公
立
保
育
園
の
耐
震
診
断
に
も
毎
年

3
園
ず
つ
取
り
組
む
計
画
は
、
子
ど
も
の

安
全
を
願
う
保
護
者
の
大
き
な
安
心
と
な

る
。
第
4
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

が
前
進
し
て
い
る
。
第
5
は
、
教
育
条
件

の
整
備
だ
が
、
学
校
図
書
館
協
力
員
制
度

の
拡
充
や
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
小
学
校
全
校
へ
の
配
置
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
へ
の
行
き
届
い
た
教
育
の
一

歩
と
な
る
。
以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

● 平成 21 年度予算総額 ●

（単位：千円、%）

２１年度
予 算 額

２０年度
予 算 額 伸び率

一 般 会 計 �8,880,000 �9,��1,000 △1.2

特

別

会

計

国民健康
保険事業 1�,�92,000 1�,191,900 2.�

老人保健 30,100 1,3�3,�00 △�9�.8

後期高齢
者 医 療 2,�3�,800 2,�80,900 �.0

介護保険
事 業 8,080,200 8,1��,900 △�1.0

下 水 道
事 業 �,0�0,�00 �,9��,800 1.�

受託水道
事 業 　－ 131,300 皆減

合 計 81,3�8,800 82,823,300 △�1.8

反対 一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

要
旨

平
成
21
年
度

各
会
計

予
算
を
可
決

各
会
計

予
算
を
可
決

骨格予算は偽りのない本格予算であることを指摘する
政 和 会賛成

市民生活への影響を配慮して賛成
市議会公明党

賛成
さらに前進するために必要な事業を盛り込んだ予算
フォーラム小平賛成

市民生活を重視する観点から評価
緑・ネット賛成

市民の暮らしを応援する予算
日本共産党小平市議団
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